
ロ
グ
で
改
め
て
最
新
O
S
の

「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
W
」
へ
の
更

新
を
呼
び
掛
け
た
。

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
フ
を
搭
載
し

た
パ
ソ
コ
ン
は
国
内
で
約
千
三

百
九
十
万
台
残
っ
て
い
る
と
み

ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
通
常
一
力
月

に
一
回
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
フ
の

セ
キ
ユ
リ
テ
ィ
ー
上
の
欠
陥
を

当
修
正
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
無

で
提
供
し
て
き
た
が
、
サ
ポ
ー

ト
終
了
後
は
な
く
な
る
。

(
同
社
)

0

目
本
M
S
の
推
計
で
は
、
ウ

イ
ン
ド
ウ
ズ
フ
の
パ
ソ
コ
ン
は

一
月
時
点
で
は
企
業
や
自
治
体

な
ど
で
七
百
五
十
三
万
台
、
一

.

.

曳
三
:
*
:
.

有
毒
ガ
ス

>

.

.
煙
:

入
燃
え
か
す

,
火
事
楊
跳
力

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
フ
 
2
0
0
9
年
に
発
売
さ
れ
た
米
マ

四
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
(
M
§
の
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
ソ
フ
ト
(
0

S
)
。
先
代
の
「
ビ
ス
タ
」
が
「
動
作
が
遅
い
」
と
の
不
満
が
寄

せ
ら
れ
た
た
め
、
動
作
の
軽
快
さ
を
重
視
し
て
開
発
さ
れ
た
。
M

S
は
松
年
に
後
継
と
な
る
「
8
」
を
発
売
す
る
な
ど
、
約
3
年
こ

と
に
最
新
の
O
S
を
提
供
し
て
き
た
。
巧
年
に
り
り
ー
ス
し
た

「
W
」
を
最
後
に
O
S
の
刷
新
は
せ
ず
に
、
機
能
な
ど
を
改
善
す

る
更
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
続
げ
て
い
る
。

シ
、
ご

.
く
す
ぶ
り
つ
づ
け
て

場
調
査
会
社
B
C
N
に
ょ
る
と

昨
年
士
肩
の
パ
ソ
コ
ン
販
売

台
数
は
前
年
同
月
比
で
即
・
6

%
増
え
た
。
買
い
替
え
需
要
は

し
ば
ら
く
続
く
と
み
て
い
る
。

(

有
毒
ガ
ス
が
出
る

消
火
剤
を
吹
き
付
け
る
の
で
は
な
く
吸

い
込
む
逆
転
の
発
想
で
火
災
を
食
い
止
め

る
?
ー
。
豊
婁
術
科
学
大
な
ど
の
研
究

チ
ー
ム
は
、
炎
や
煙
有
毒
ガ
ス
を
掃
除

機
の
よ
う
に
吸
い
取
る
初
期
消
火
法
を
考

案
し
た
。
消
火
剤
や
水
を
か
け
な
い
た
め

す
ば
や
く
原
状
復
帰
で
き
、
精
密
機
器
の

あ
る
場
所
な
ど
で
活
用
が
期
待
で
き
そ
う

禽
橋
雪
花
)

゛
こ
0研

究
チ
ー
ム
の
り
ー
ダ
ー
を
務

め
る
同
大
の
中
村
祐
二
教
授
に
よ

る
と
、
今
回
提
案
し
た
消
火
法

内
部
が
真
空
状
態
の
箱
か
ら

は
、

管
を
延
ば
し
、
気
圧
差
で
炎
な
ど

を
吸
い
込
む
仕
組
み
。
箱
に
消
火

剤
を
入
れ
て
、
吸
い
込
ん
だ
物
体

消
火
剤
が

残
る

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
一
位

の
桃
田
'
斗
選
手
(
N
T
T
東

同
本
)
ら
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
交

通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
て
負
傷

し
た
こ
と
に
関
し
、
日
本
協
会

の
銭
谷
欽
治
専
務
理
事
は
十
四

貝
東
京
都
内
で
取
材
に
応

じ
、
一
干
五
歳
の
桃
田
選
手
は

三
月
中
旬
の
全
英
オ
ー
プ
ン

(
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
)
で
実
戦
復

帰
を
目
指
す
と
い
う
見
通
し
を

示
し
た
。

入
院
先
の
首
都
ク
Z
プ
ル
ン

プ
ー
ル
近
郊
の
病
院
で
治
療
を

担
当
す
る
医
師
は
共
同
通
信
の

取
材
好
し
、
桃
田
選
手
は

の
軟
骨
に
ひ
び
が
入
る
全
治
六

週
間
の
け
が
を
負
っ
た
が
「
一

力
月
ほ
ど
で
練
習
に
一
戻
れ
、
今

後
の
競
技
に
影
は
な
い
だ
ろ

佃

の
火
を
消
し
止
め
る
。

実
験
で
は
、
試
験
用
に
作
ら
れ

夲
、
、
、
、
線
を
燃
や
し
、
金
属
パ
イ
プ

を
垂
直
に
一
荏
ど
近
づ
け
て
真

空
の
力
で
吸
引
。
消
火
に
役
立
つ

気
体
で
あ
る
窒
素
を
パ
イ
プ
か
ら

吹
き
付
け
た
場
合
と
比
較
し
た
と

こ
ろ
、
同
じ
よ
う
に
消
え
た
・
Q

R
コ
ト
ド
で
動
画
。
そ
の
上
、
吸

引
し
だ
場
合
で
は
燃
え
か
す
が
無

く
な
り
、
消
火
後
の
有
毒
ガ
ス
も

出
な
か
っ
た
。

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
高
.
'
'
、
ー
:
ー

濃
度
の
二
酸
化
炭
素
に
ょ
る
消
火
リ
真
の
小
で
笑
、
つ
次
"

が
主
流
で
、
中
毒
に
な
ら
な
い
よ

う
酸
素
ボ
ン
べ
を
着
用
す
る
手
間
長
野
県
軽
井
沢
町
の
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
バ
ス

が
か
か
る
。
研
究
チ
ー
ム
は
、
迅
転
肇
故
で
亡
く
な
っ
た
千
葉
県
市
川
市
の

速
で
無
害
な
今
回
の
消
火
法
が
、
西
原
季
拠
さ
ん
・
当
時
(
三
)
、
法
政
大
三
年

将
来
的
に
代
わ
り
の
手
段
に
な
る
・
の
母
親
が
十
四
貝
「
次
男
に
会
え
な
く

、

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
精
な
っ
た
日
々
は
修
行
の
よ
う
で
、
都
度
訪
れ

密
機
器
が
あ
り
換
気
が
難
し
い
工
る
悲
し
さ
と
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
泣
き

場
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
や
手
術
室
す
ぎ
て
呼
吸
も
苦
し
く
な
っ
た
り
眠
れ
な
く

帽

で
も
適
用
が
見
込
め
る
と
い
う
。
な
っ
た
り
し
ま
す
」
な
ど
と
心
境
を
つ
づ
っ
犀

今
回
の
成
果
の
論
丈
発
表
後
た
手
記
を
、
代
理
人
の
弁
護
士
を
通
じ
て
公

大
手
防
災
メ
ー
カ
ー
四
社
の
担
当
表
し
た
。

者
が
研
究
に
つ
い
て
聞
き
に
来
た
事
故
の
発
生
は
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
で
、

と
い
う
。
中
村
教
授
は
ヨ
ロ
ン

ブ
ス
の
卵
の
発
想
で
、
誰
か
に
よ

ん

.

る
商
品
化
へ
の
布
石
を
置
け
た
の

さ
供

季
鯉

.

は
意
義
深
か
っ
た
。
い
つ
か
は
一

家
に
一
台
、
火
が
消
せ
る
掃
除
機
原

を
置
く
日
が
来
た
ら
い
い
な
」
と

話
し
て
い
る
。

一
一

燃
え
か
す

が
残
る

う
」
と
の
見
蟹

本
協
会
は
な
り

か
っ
た
と
説
明

も
駕
査
蠢

同
選
手
ら
三
△

国
す
る
。

銭
谷
氏
は
桃
[

N
E
(
ラ
イ
ン
)

の
一
言
葉
を
送
二

り
が
と
ぅ
こ
ざ

と
返
信
が
届
い
.

し
た
。
バ
ド
ミ
~

が
高
い
マ
レ
ー
、

報
道
さ
れ
、
ス
」

と
、
同
選
手
墜

に
駆
け
付
け
た
一

柱
奉
へ
ッ
ド
コ
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
一

と
尋
ね
、
朴
氏

す
れ
ば
大
丈
キ

オ

(第3種郵便物認可)

水いらず、真空利用して消火

従来の消火法

豊橋技科大など考案

考案された消火法
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